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要         旨 

本研究は、ネパールの初等教育における「中退リスク」のある児童の特徴と

その規定要因を解明したものである。ネパールのカトマンズ盆地（カトマン

ズ、パタン、バクタプール）において、公立学校の児童を対象にした質問紙調

査、校長と教員を対象にしたインタビュー調査、中退後にストリートチルドレ

ンになった子どもに対する FGD（フォーカス・グループ・ディスカッショ

ン）、事例研究が実施された。その結果、中退リスクのある児童の特徴とし

て、教室内で後ろの方に座る、友人数が少ない、教員や友人との会話が少な

い、学校のグループ活動に参加しない、教員と話すとき緊張する、などを見出

した。また、学校や教員が中退リスクに与える影響として、授業方法、教員の

欠席、期末試験などがあげられた。さらに、学校内外の友人関係も中退リスク

に関係することが明らかにされた。 
第 1 回審査委員会（平成 29 年 12 月 13 日）では、用語の定義、図表の書き

方、インタビュー記録の使い方、結果の解釈、本文と注のバランス、本研究の

知見のカバーする範囲、ネパールの中途退学の特徴、文教予算が限られる中で

の政策課題、などについて指摘や疑問が出された。 
これらの指摘を踏まえて修正作業が行われ、第 2 回審査委員会（平成 30 年 2
月 6 日）では、指摘事項に対して適切な対処が行われてることが確認された。

平成 30 年 2 月 15 日に行われた公開審査会（出席者 28 名）においては、出席

者から、ストリートチルドレンを取り上げた理由、教師と児童のコミュニケー

ションに着目する理論的根拠、中退リスクを減らすための実践的課題などに関

する質問が出された。これらの質問に対して、いずれも適切な受け答えがなさ

れた。その後に行われた最終審査委員会（平成 30 年 2 月 15 日）では、公開発

表と質疑への応答が十分なものであったことが確認された。 
 以上の結果より、本審査委員会は、本論文が博士（社会科学）、Ph.D in 

Educational Development にふさわしいと判断し、合格とした。 
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